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１．新会員の入会案内と募

集、受付の内容及び体制の

確立 

 事務局を中心に立案し企画

委員会、運営委員会の審議及

び協力を得てより効果的にタ

イミング良く、新規会員の入

会獲得を目指し努力します。 

２．来期役員人事の選考と

早期役員候補者の擁立 

 本部役員退任者補充を含め

人選し２月初めより交渉し３

月末までに本部役員（理事、

監事）内定を目標とします。 

部会、地区会役員についても

３月末内定目標で擁立を図

り、名実ともに実行力があ

り、希望のもてる人選を幅広

く求め確立したい所存であり

ます。会員の皆様の推薦をお

待ちしております。 

３．こうべ環境未来館の継

続受託体制の早期確立 

 昨年６月受託開始以来今日

までの管理運営業務について

は、行政及び市民の評価も高

く、これは一重に委託業務関

係者の責任感と努力の賜物と

感謝しております。 

 １７年度も継続受託を目指

し、更に充実した業務内容と

レベルアップを目指し、新規

希望者を含めて３月中旬を目

途に受託体制を確立し、継続

受託に全力をあげて取り組む

事と致します。又１６年度業

務報告書の作成に関係者の協

力をお願いします。 

４．来年度助成金申請の推

進 

 助成金は大事な収入源であ

り活動を活性化してくれま

す。１６年度は本部として４

件、総額にして会費を上回る

約２百万円の助成金を取得で

きました。 

 ３月までに来年度の申請が

集中します。情報入手及び助

成金申請期限に留意し１６年

度を上回る取得額を目指して

申請書提出に努力します。 

５．１６年度助成金受託事

業の完遂と報告書の提出 

 取得した助成金事業を申請

内容に従い完遂し、決められ

た書式により正しく記載し報

告することは、今後の助成金

取得に大きく影響します。３

月までに予定している行事完

遂について関係者の協力をお

願い致します。又報告書は２

月中より準備に入り行事終了

の３月半ばより集中的に行い

４月中の期限までに提出致し

ます。 

６．会員相互扶助システム

の検討と発足 

 昨年の総会議決により本件

検討のための検討委員会を設

置し目下検討中であります。

前回の情報誌による会員のア

ンケートの結果を反映したシ

ステムの構築を目指して鋭意

検討を加え運営委員会で審議

後、来る総会の行動方針の中

で審議を頂き、議決後発足で

きるよう努力する予定であり

ます。 

７．事務所賃貸契約及び運

営委員会の承認推進 

 法人格取得により法人とし

ての履行事項を整理し問題な

きよう処置しております。 

 残るのは神戸市と活動拠点

である現事務所の法的な賃貸

契約であります。 

 カレッジ事務局を通じ神戸

市と交渉を開始したところで

す。グループ わ の設立経緯

及び活動内容、カレッジとの

関係については市当局も理解

しており、契約に際して何

らかの配慮ができないか検

討中と聞き及んでいます。 

 これからも今までの経緯

を考慮した賃貸契約ができる

よう関係先にお願いし、内外

共に認められた活動拠点をし

っかりと確保する交渉を推進

し、運営委員会の承認を得て

後顧の憂い無きよう正式契約

を行いたい所存です。会員皆

様の御理解を特にお願い申し

上げます。 

８．総会の準備推進 

 次期役員人事・予算・活動

方針など企画委員会と運営委

員会で十分審議した上で充実

した内容のある議案を早めに

提案し、できるだけ事前に検

討可能な状態での総会にした

く早期準備に取りかかりま

す。 

 活動方針策定についてはマ

ンネリになりがちな活動を生

き生きした発展的な活動とな

るよう新役員候補者も入れて

幅広く可能性を求めて部会、

地区会とも活発に議論し策定

できればと願っています。 

 会員の皆様１人１人が生き

がいと喜びをもって社会還元

に寄与される事を念願し、山

積する課題を関係者の協力を

得て微力ながら誠意を持って

遂行し内外の期待に添えるよ

う努力する所存です。どうぞ

本年も御理解と御協力、叱咤

激励をお願い申し上げます。 

◆ 

２００５年の年頭に当って 
理事長 赤司 松美

 グループ わ 及び会員の皆様の更なる飛躍と健康を祈念

し、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 平素はグループ わ の活動、運営にご理解とご協力を賜

り、役員を代表し厚く感謝申し上げます。 

 お陰様でＮＰＯ法人としての自覚と責任ある会員の皆様の活動により内外の信

頼と期待が高まっております。その期待に応え、更に充実した活動を会員の皆様

と共に目指してまいりたいと決意を新たにしているところであります。 

 年頭に当たり１７年度に向けて下記、当面処置すべき課題と対応方針について

触れ、そのご理解とご協力をお願い申し上げる次第です。 

 


